
地域⾼規格道路 〜下北半島縦貫道路〜
〇令和４年度、全線事業化を達成。むつ南バイパスのうち２．１ｋｍを部分供用。
〇令和７年度中に計１３．８ｋｍを供用させると宣言（令和５年４⽉）
→令和７年度末には４２．５ｋｍが供用予定︕（供用率 約６１％へ）

〇国⼟強靭化予算（補正予算）の獲得により、ここ数年で事業が⼤きく進捗。

▲下北半島縦貫道路の予算推移

供⽤済⼯区︓２８．７ｋｍ（供⽤率 約４１％）
野辺地ＢＰ︓６．９ｋｍ
有 ⼾ＢＰ︓６．３ｋｍ
有⼾北ＢＰ︓６．３ｋｍ
吹 越ＢＰ︓５．８ｋｍ
むつ南 ＢＰ︓３．４ｋｍ

（むつIC〜むつ東通IC 部分供用）

事業中⼯区︓４０．８ｋｍ
むつ南ＢＰ（H15〜） ︓ ５．３ｋｍ
奥内ＢＰ （R4〜） ︓１１．０ｋｍ
横浜北ＢＰ（H28〜） ︓１０．４ｋｍ
横浜南ＢＰ（H25〜） ︓ ７．０ｋｍ
野辺地七⼾道路（R4〜）︓ ７．１ｋｍ ※国施工

R7供用
予定

R7供用
予定
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令和５年３⽉25⽇供⽤︕
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※数字は当初予算と前年度の補正予算の合計額



むつ南バイパス（L=8.7km）

終点
(仮)むつ奥内IC

令和元年供⽤
延⻑１．３ｋｍ

国道３３８号

国道３３８号
バイパス

むつ東通IC

むつ尻屋崎IC

令和５年3⽉供⽤
延⻑２．１ｋｍ

起点
むつＩＣ

陸奥湾

令和７年度供⽤予定
延⻑５．３ｋｍ
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至 野辺地町

至 大間町

R3.11撮影



横浜北バイパス（L=10.4km）

至 野辺地町

道の駅よこはま

陸奥横浜駅

陸奥湾

横浜大橋
Ｌ＝１０３．０ｍ

(仮)横浜IC

至 (仮)むつ中野沢IC

至 六ヶ所村

防災除雪ステーション

至 むつ市

横浜北バイパス【１⼯区】
令和７年度供⽤予定
延⻑１．５ｋｍ

横浜北バイパス【２⼯区】
事業中

一般県道 泊陸奥横浜停⾞場線

3R3.11撮影



横浜南バイパス（L=7.0km）

至 野辺地町

吹越駅

陸奥湾

主要地方道 横浜六ヶ所線

横浜吹越IC

(仮)横浜IC

至 六ヶ所村

至 六ヶ所IC

吹越バイパス
平成29年度供⽤

横浜南バイパス
令和７年度供⽤予定
延⻑７．０ｋｍ

横浜北バイパス

4

至 むつ市

R3.11撮影


